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『路上に散った正義感』という資料を通して， 

「強い正義感」について考えました！ 

文部科学省資料 

『心のノート』P.162 より引用 

最大の悲劇は，悪人の暴力ではなく 

善人の沈黙である。 

沈黙は暴力の影に隠れた同罪者である。 

マーティン・ルーサー・キング （キング牧師） 

 上のグラフを見ると，学年が上が

るにつれて，友達が悪いことをして

いたらやめさせる人の割合が減っ

てきていることが分かる。止めなけ

ればいけないのは分かってい 

るのに止められなくなるのは 

どうしてだろう？どうすれば止め

られるようになるのだろう？ 
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追いかけたのに殺されてしまい，とても悲しいし，そんなことをした犯

人が許せない。そして，今の冷めきった気持ちの人の多さに驚いた。もっ

と正義感のある人が増えて欲しい。 

私はこの投書を読んで，この女性は「この事件を他人事と見ず，自分の

ことのように考えて欲しい」ということを伝えたいのかなと思いました。 

私はこの時間を通して，今の日本はとても冷めきっているんだというこ

とを痛感しました。また，なぜこの大学生のように，みんな「自分がやろ

う」という気持ちにならないのか，とても疑問に思いました。私は，見て

見ぬ振りをする同罪者にならないような生き方をしたいと思いました。 

この学習で『見て見ぬ振り』はいけないと思った。しかし，今，追いか

けようとする決心まではいかないと思った。この出来事をきっかけに，僕

も本当の善人になるための一歩を踏み出せたらいいなと思う。 

「路上に散った正義感」という本当にあった話を読んで，この４人の大

学生は，見て見ぬ振りをするのではなく，自分の命のことよりも犯人を捕

まえることを優先していてすごいと思いました。困っている人がいるのに

笑っている人がいるというのは，あってはならない話だと思いました。 

僕は，この時間を振り返って，この追いかけていった青年を，「追いか

けたのに殺されてかわいそう」などと思わずに，この事件から，「これか

らどうこのような事件がなくなるか」を考えないといけないということが

大切だと思いました。 

私はこの時間を振り返って，支え合い，助け合うことをこれからは，今

以上にしていこうと思いました。そして，この学生４人の記事をたくさん

の方に知って頂いて，たくさんの方に私と同じように思ってもらえればい

いなと，すごく感じました。 

自分が他人に任せきりで，「いつも他の誰かが言ってくれる，やってくれ

る」と思うのは，ただの卑怯者なんだと思った。でも，自分から積極的に

やるのは良いことだけど，先のことも考えた方が良いし，難しいと思った。 

冷たい心を持つ人と沈黙は同じようなものだったら，この世は同罪者が

とても多いと思った。だからこそ，自分も冷たい心を無くしていけるよう

に頑張りたいと思った。 

どうしても，「自分が良ければ他は別にどうでもいい」と思ってしまうし，

暴力があっても沈黙してしまうと思う。しかし，少しの勇気を振り絞って，

少しだけでも，この学生たちのようになってみたいとも思う。 

今日，僕は，この事件について，学生の人たちは，数少ない正義感を持っ

たすごい人だなと思いました。この人たちの正義感を，この世の中の人は無

駄にしてはいけないと，この授業を通して思いました。 

私も，学生の行動を「すごいけど，もっと考えて行動したら…」などの言

葉で終わらせたくないと思った。自分は，「いじめられている人を助けること

ができる」と心から言える。でも，自分以外の人が絶対に助けるとは言えな

い。それが悲しい。「自分が大切」という考え方をしてしまう人間は，かわい

そうだと思う。 

人を助けようとして殺されたりするのは，すごく悲しいことだと思いまし

た。でも，助けずに見て見ぬ振りをする人より，すごく良いことをした立派

な人たちだと思いました。これからは，このような事件がなくなり，見て見

ぬ振りをせず，人を助けられる人が増えたら良いと思いました。 

今日の話で，「警察に通報すればいい」という意見を私は出しました。でも，

「通報すれば，自分は，あとは何もしなくていい。警察がしてくれる。」と考

えていました。女子高校生の投書を読んで，「見て見ぬ振りはダメ」「正義感」

「行動しようと思う心はすごく大事だ」ということを知りました。 

もし，私が事件や事故を見かけて，困っている人がいたとしても，怖くて

助けられないと思った。でも，困っている人を見捨てるわけにはいかないの

で，できることだけでもしてあげたいと思う。 

冷めきった心が増えている中で，犯人を追った大学生のように，正義感に

溢れた人もいるわけで，私もそんな風な人になれるように，そして，人助け

ができるような人間になりたいと思った。 

学校の中で考えると，例えば，『いじめ』があった場合，この大学生のよう

な子がクラスにいなければ，いじめはずっと続くと考えると，「今の時代は怖

いなぁ」という風に思いました。 

私は，見て見ぬ振りをしてしまうような場面にあったことはそんなにない

けど，これからもないとは限らないので，学生のように，助けようとする心

を忘れないようにしようと思います。 


